




2 次を英文に訳せ．

(1)　複素平面において、複素数 zと原点との距離を zの絶対値といい、|z|で表す．複
素数 z = x+ iyに対して、x− iyを zの共役複素数といい、zで表す．

(2)　ある区間 Iで定義された連続関数の列 f1, f2, . . . ,が各点 xで収束するとき、すなわ
ち、各 xに対して limn→∞ fn(x)が存在するとき、関数列 {fn}は「点ごとに」収束する
という．

(3)　任意の実数 r に対して r < nとなる自然数 nが少なくとも一つは存在する。


